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後 援 川 崎 市

夏
場
の
安
全
対
策
を
！

熱
中
症
に
注
意
を
！

万
全
な
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
10
ポ
イ
ン
ト

①
熱
は
ど
う
か

②
体
は
だ
る
く
な
い
か

③
昨
夜
の
睡
眠
は
十
分
か

④
食
欲
は
あ

る
か

⑤
下
痢
は
な
い
か

⑥
頭
痛
や
胸
痛
み
は
な
い
か

⑦
関
節
の
痛
み
は
な
い

か
⑧
過
労
は
な
い
か

⑨
前
回
の
疲
れ
は
残
っ
て
い
な
い
か

⑩
今
日
の
月
例
に
参

加
す
る
の
に
意
欲
は
充
分
に
あ
る
か
？
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
飲
料
等
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
！

第４３６回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３５回月例参加者動向

年間累計出場者（～5月 6275 )

実数972（昨年同月は2786名３月震災でお休み）

2012..5.27 晴ｶｰﾑ0m/s 25.6℃ 42％ WBGT21°

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 341 58 399

５ｋ 359 79 438

３

ｋ

幼少 29 13 42

中学 10 4 14

大人 284 53 337

計 323 70 393

子ども１ｋ 88 61 149

延べ出場者 1111 268 1379

初参加者 112 58 170

棄 権 54 12 66

延べ参加者 1164 280 1444

◆来月の月例は、7月２9日です。
４月～１０月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ（Ａ）８：30
３Ｋ（Ｂ）９：00 ５ｋ ９：30
10ｋ 10：00 スタートです。（出場受付
は各種目の１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

前
号
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

特
徴
を
、
①
「
ス
ポ
ー
ツ
は
権
利
」

の
基
本
理
念
の
明
記
の
意
義
、
②

ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と
し
て
推
進
す

る
基
本
理
念
の
概
要
、
③
施
策
を

実
行
す
る
の
は
「
国
と
地
方
公
共

団
体
の
責
務
」
、
④
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
の
示
す
“
法
の
精
神
”
、
⑤

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
的
役
割
と

自
治
を
尊
重
の
五
項
目
に
つ
い
て

述
べ
て
き
ま
し
た
。

要
約
す
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
国
民

の
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
」
を
明
記
し
、

そ
の
概
要
を
示
し
、
こ
の
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
実
施

す
る
の
は
国
と
地
方
公
共
団
体
の

責
務
で
あ
る
と
規
定
し
、
具
体
的

な
施
策
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
国

は
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
、
地

方
自
治
体
は
「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

ス
ポ
ー
ツ
権
の
明
記
を
軸
に
基
本

法
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
前
進
面
を

捉
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
権
の
主
張
」
に
同
調

せ
ず
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
実

現
に
背
を
向
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

根
本
的
に
転
換
し
て
い
く
出
発
点

に
な
り
う
る
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
と

し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

実
効
性
を
持
つ
に
は
こ
れ
か
ら
の

大
き
な
課
題
で
す
。
基
本
法
そ
の

も
の
に
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
（
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
等
）
第
十
二
条
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
国
民
が
身
近

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
・
・
・
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
利
用

者
の
需
要
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
運
用
の
改
善
へ
の
指
導

者
等
の
配
置
等
そ
の
他
の
必
要

な
施
策
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ど
、

「
努
力
目
標
」
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
条
文
が
多
い
こ
と
、
国
の

補
助
で
は
第
三
十
三
条
、
国
は

地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
〈
事

業
経
費
等
〉
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
。

と
あ
り
、
（
旧
）
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
の
２
０
０
６
年
の
改
悪
で

国
の
補
助
三
分
の
一
補
助
規
定

が
削
除
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。（

続
く
）

連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
７
）

～
そ
の
実
効
性
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
ー

ス
ポ
ー
ツ
権
実
現
の
要
求
運
動
の
発
展
を

～

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

４
５
３
８

高
阪

新

４
６
１
３

稲
垣

克

４
７
０
２

藤
巻
陽
太
郎

４
８
０
４

五
十
嵐
俊
介

４
８
９
３

渋
谷

凛
空

４
９
１
２

小
高

敏
裕

５
０
３
１

間
取

幸
夫

５
０
３
６

脇
坂

季
繁

５
０
３
９

椎
名

優
大

５
０
４
０

吉
根

功

５
０
４
１

松
尾

勇
伸

５
０
４
２

福
永

未
来

５
０
４
６

西
山

友
也

５
０
５
５

阿
部

正
行

５
０
６
５

曽
根

浩
一

５
０
６
６

曽
根

輝
一

５
０
６
９

斎
藤

敏
彦

３
７
５

疋
田

順
子

５
４
８

小
原

玉
子

５
５
４

山
崎

茂
子

１
５
５
６

廣
田

千
慧

１
６
１
７

赤
野

晃
子

１
６
６
６

松
本
真
由
美

１
６
６
７

二
ノ
丸
広
羽

３
連
続
優
勝
賞

１
Ｋ
小
男

５
１
０
６

伊
藤

一
馬

３
Ｋ
中
女

１
５
５
６

廣
田

千
慧

（
３
～
５
月
）

（
敬
称
略
）

２
６
４
１

山
際

元
稀

２
６
５
８

色
部

陽

２
４
１
４

伊
藤

正
毅

３
２
４
４

渡
辺

均

３
２
４
５

中
野

敏
行

３
６
２
９

竹
下

昭
人

３
１
２
９

佐
藤

直
一

３
６
９
５

里
見

天

５
３
５

佐
藤

菜
美

４
３
２
０

五
十
嵐
健
二

４
３
３
５

瀬
戸
口

淳

４
２
４

石
川

彰
一

２
４
０
３

小
向

昭
二

４
５
３
２
佐
々
木
栄
二
郎

４
６
０
９

塚
野

光
男

４
６
１
１

大
田

昌
景

４
６
１
２

大
田

和
然

４
６
１
５

佐
々
木
泰
輔

４
６
１
９

門
井

佑
太

４
６
２
０

加
藤

康
太

４
６
５
３

大
田

暁
斗

４
６
６
７

安
齋

恭
平

４
６
８
３

森
本

誠
司

６
５
１

笠
原

佳
世

１
３
２
２

籾
木

唯
祈

１
３
６
２

保
坂

珠
凪

１
４
９
１

早
田

澪

１
５
１
３

吉
村
真
樹
子

１
５
１
６

渋
谷

智
子

３
３
４

酒
井

良
忠

９
１
７

関

裕
史

２
４
７
６

有
馬

芳
明

２
７
７
３

松
葉

記
昌

３
６
４
６

坂
上

誠

３
８
０
８

石
原

雄
一

３
９
０
７

古
賀

大
育

３
９
６
７

古
賀

陸
昌

４
１
０
５

峯
田

修
治

４
１
０
８

新
瀬

幸
司

４
５
１
９

赤
野

智
紀

第
４
３
５
回
月
例
表
彰
者

◇

５
０
回
連
続
出
場
場

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇
３
５
回
連
続
出
場
賞

さ
る
６
月
９
日
（
土
）
川
崎
市
サ
ン
ピ
ア
ン
に
お
い
て
、

第
44
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
に

①
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
下
で
「
ス
ポ
ー
ツ
は
万

人
の
権
利
」
を
発
足
以
来
掲
げ
活
動
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
真
価
を
発
揮
す
る
新
た
な
出
発
点
と
し
て
と
ら
え
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
し
て
前
進
し
よ
う
！

②
月
例
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
自
主
的
活
動
で
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
は
ぐ
く
み
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
定
着
さ
せ
よ
う
！

③
「
深
め
よ
う
絆
！
ス
ポ
ー
ツ
は
生
き
る
力
」
の
標
語
の
も

と
「
被
災
地
復
興
支
援
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
」
を
広

げ
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
！
を
め
ざ
す
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

◇
２
０
１
２
年
神
奈
川
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
（
１
０
０
０
円
／
日
）

日
時
７
月
21
日
（
土
）
①
相
模
原
～
大
和
市
役
所
②
川
崎

（
14
：
30
）
～
横
浜
市
役
所
。
22
日
③
横
浜
～
箱
根

他

（告） 実行委員会より

１．６月月例より晴天時は３ｋｍを
(Ａ）(Ｂ）２本に分けスタートします。
ＮＯ－Ｃの仕分けは（男女とも）

３ｋｍ（Ａ）３０００番台以下（夏)8:30ｽﾀｰﾄ
同 （Ｂ）４０００番以 上（夏)９:00ｽﾀｰﾄ
注（Ａ）（Ｂ）の重複出場は出来ません。

２．連続出場１５回をめざす方へ
連続賞（ランニング又はＴシャツ）

達成月に月例会場でサイズお聞きします。

（掲示板用紙に注文サイズを自署頂きます）

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
神
奈
川
県
連
盟

第
44
回
総
会

開
催
さ
る
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第
４
３
５
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

【
数
土
文
夫
氏

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
東
電
の
役
職
兼
務
】

二
股
も

決
め
手
は
金
の

多
さ
か
なＮ

Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
長
辞
任

【
総
理
と
元
代
表
会
談

平
行
線
】

上
官
と

差
し
で
談
判

一
平
卒

ど
ち
ら
が
一
平
卒
？

【
問
責
の
防
衛
大
臣
に
替
え
て
民
間
人
起
用
】

素
人
が

不
評
で
プ
ロ
を

呼
ん
で
く
る

元
自
衛
官
・
大
院
教
授

森
本
氏

【
Ａ
Ｋ
Ｂ

フ
ア
ン
投
票
に
熱
い
視
線
】

盛
り
上
が
る

責
任
の
な
い

総
選
挙

国
政
選
挙
も
投
票
券
売
っ
て
は
？

【
逃
亡
十
七
年

オ
ー
ム
特
別
手
配
写
真
の
変
貌
】

対
面
を

し
て
も
気
づ
か
ぬ

手
配
顔

逮
捕
の
菊
地
直
子

高
橋
克
也
も

（
１
９
５
９

下
山

孝
雄
）

五
月
二
十
二
日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
一
の
電
波
塔
。
地
上
３
５
０
メ
ー

ト
ル
の
展
望
デ
ッ
キ
。
地
上
４
５
０
メ
ー

ト
ル
の
展
望
回
廊
。

今
ま
で
の
東
京
タ
ワ
ー
（
地
上
２
５
０

メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
、
入
場
料
千
二
百
円
）

や
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
入
場
料

千
円
）
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら

眺
め
ら
れ
る
が
、
入
場
料
も
二
千
円
～
三

千
円
と
か
な
り
高
額
だ
。

入
場
希
望
予
約
も
多

く
、
し
ば
ら
く
待
た
さ

れ
る
と
い
う
。

高
い
入
場
料
を
払
っ

て
昇
っ
て
み
た
が
、
あ

い
に
く
悪
天
候
な
ら
展
望
は
望
み
な
し
。

建
設
途
中
の
タ
ワ
ー
は
浅
草
や
観
光
バ

ス
か
ら
眺
め
た
も
の
だ
が
、
今
度
は
昇
っ

て
上
か
ら
大
都
会
を
見
下
ろ
し
て
み
た
い

も
の
だ
。

横
倒
し
に
す
れ
ば
、
た
っ
た
６
３
４
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
で
は
な
い
か
。
下
か
ら
見
上

げ
て
納
得
す
る
か
。

い
い
年
を
こ
い
て
、
悩
み
、
迷
っ
て
い

る
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
完
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
見
上
げ
る
か

見
下
ろ
す
か
』

５
８
２

嶋
田

秀
尚

『
快
汗
駄
句
駄
句
』
河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・
65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・

250
・300
回
が

あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
で
、

連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員

と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

「
春
は
花

夏
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
・
・
」

い
ま
、
早
朝
の
観
音
崎
の
森
は
、
行

く
先
々
で
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
の
ウ
グ
イ

ス
の
声
と
時
折
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
の

「
キ
ョ
ン
キ
ョ
ン
キ
ョ
ン
」
の
鳴
き

声
が
交
差
し
心
地
よ
い
。
ホ
ト
ト
ギ

ス
は
ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
「
托
卵
」
し

育
て
て
も
ら
う
チ
ャ
ッ
カ
リ
で
も
あ

る
が
。
ウ
グ
イ
ス
の
層
が
厚
い
か
ら
、

自
然
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
ら
れ
共
生
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
野
田

首
相
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

と
称
し
、
「
托
卵
」
モ
ド
キ
で
自
公

へ
の
す
り
寄
り
三
党
で
消
費
税
ア
ッ

プ
の
道
を
強
引
に
進
も
と
し
て
い
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
卵
も
ウ
グ
イ
ス
の
卵

と
同
じ
色
を
し
て
い
て
ウ
グ
イ
ス
は

自
分
の
卵
と
勘
違
い
し
温
め
る
と
い

う
。
ま
さ
し
く
野
田
内
閣
は
前
政
権

党
の
自
公
と
同
じ
色
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
民
主
党
内
に
は
増
税
で
は
「
選

挙
で
戦
え
な
い
」
と
の
心
配
の
声
。

そ
れ
よ
り
も
消
費
税
増
税
で
我
々
庶

民
に
は
年
間
20
万
の
増
税
に
！

消
費
税
増
税
に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
！

編
集
後
記

①

②

④⑤

①

１
６
０
４

金
子

夢
さ
ん

住
ま
い
は
宮
前
区
で
す
。
高
校
の
陸

上
部
に
所
属
し
、
普
段
は
１
５
０
０
ｍ
、

３
０
０
０
ｍ
を
中
心
に
練
習
し
て
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
は
、
４
分
39
秒
、

９
分
47
秒
で
す
。
今
日
も
天
気
も
よ
く
、

の
び
の
び
走
る
こ
と
が
で
き
て
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。

②

幼
稚
園
の
年
中
、
小
学
２
・
３
・

４
生
の
４
名
で
す
。
５
２
４
１
相
澤
佑

哉
君
、
１
７
４
０
福
山
桜
菜
さ
ん

５
３

４
４
相
澤
俊
介

１
７
８
８
お
母
さ
ん
相

澤
友
美
さ
ん
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、

週
２
回
３
ｋ
ｍ
ぐ
ら
い
走
っ
て
ま
す
。

み
ん
な
と
一
緒
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

③

仲
間
１
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
る
た

め
に
走
る
会
」

メ
ン
バ
ー
は
、
東
京
在
中
が
多
く
20
代
か

ら
50
代
ま
で
約
30
名
い
ま
す
。

月
に
２
～
３
回
、
皇
居
を
走
っ
て
い
ま

す
が
、
年
に
１
回
み
ん
な
で
大
き
な
レ
ー

ス
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

④

仲
間
２
「ta

d
a
im

a

」
タ
ダ
イ
マ

１
４

１
６
巽

恵
愛
１
８
０
７
山
崎
友
実

４
４
３

１
仁
科
昌
治

５
４
０
１
細
井
博
幸
の
各
氏
。

新
宿
に
あ
る
会
社
の
ラ
ン
仲
間
で
す
。

住
ま
い
は
府
中
・
川
口
・
藤
沢
・
横
浜
と

広
範
囲
で
す
。
ハ
ー
フ
中
心
に
毎
月
１
回

は
レ
ー
ス
に
出
て
い
ま
す
。
平
塚
24
時
間

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
も
出
ま
す
。

⑤

連
続
１
位

１
７
４
４
西
島

香
さ
ん
。

（
下
に
つ
づ
く
）

今
回
で
２
回
目
の
参
加
で

す
が
、
先
月
に
引
き
続
き
優
勝

で
き
ま
し
た
。
先
月
は
鹿
沼

（
栃
木
）
の
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン

（
ハ
ー
フ
）
に
参
加
し
４
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
現
在
、
フ
ル

の
ベ
ス
ト
は
３
時
間
９
分
で
、

サ
ブ
ス
リ
ー
が
目
標
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
の

練
習
は
、
強
い
陽
射
の

下
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

水
分
補
給
も
重
要
で

す
が
、
昼
間
走
る
と
き

は
直
射
日
光
や
紫
外
線

対
策
も
必
要
で
す
。

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
は

帽
子
を
か
ぶ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
中
、
首
の
後
ろ
側

（
首
筋
）
周
辺
に
直
射

日
光
を
浴
び
続
け
る
と

運
動
機
能
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
後

方
か
ら
の
陽
射
を
ツ
バ

を
回
し
て
逆
向
き
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
首
筋
周
辺
を

日
射
し
か
ら
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

涼
し
さ
も
若
干
感
じ

ら
れ
ま
す
。

ツ
バ
を
逆
向
き
に
す
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
方

は
、
首
の
周
り
に
ま
い

て
首
を
冷
や
し
な
が
ら

走
る
こ
と
の
出
来
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
グ
ッ
ズ
も
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
夏

場
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽

し
ま
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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